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Support Activities for Animal Guide Volunteer ‘Gaku-gei-in Datcha’ at Yagiyama Zoo
Psychological and Environmental Requirements and Improvement Method for Forming Theme Community

Abstract

Yagiyama zoo volunteer animal guide, "Gaku-gei-in Datcha" is a theme community. Some 
members participated in the guide actively, but on the other hand, we could not accomplish 
enough organized activities. Because of we have organizational issues, about interaction and 
exchange among the members, and sharing information about the animal or guide activities.

In this paper, we interviewed the most active members to organize the current issues and 
requests from their remark, and considered for solving problems. As a result, the following 
information was obtained as a direction for the activation of future activities:

・To reduce a burden of the members psychological load
　　-Setting of the exchange opportunities of members and increasing the frequency
　　-Increasing the members to the proper number
・To improve information environment
　　-Improving of information sharing method, and developing of support tools
　　-Building up an effective cooperation system for Gaku-gei-in Datcha and supporters, 
　　and promoting mutual assistance
・To activate guide activity by environmental arrangement for increase number of willing 

volunteer
　　-Involving actively in getting the necessary expertise items like animal or zoo information
　　as facilitator

１．本稿の背景及び目的

　本プロジェクトは，八木山動物公園と八木山地域の活性化を目的として東北工業大学ラ



イフデザイン学部の教員（開始当初は７名）の参加を受け，2009 年より活動を開始した。
この間，動物公園関係者と協力しながら，動物案内ボランティア『楽芸員ダッチャ』を３
期に渡り延べ 12 名養成してきた（ 2014 年度末時点）。最終的に，構成員自身が主体となっ
て活動を継続していくことができるボランティアサークル作りを目指している。
　これまで動物の案内ボランティア活動として，案内の内容，メンバーの育成方法につい
ては一定のノウハウを蓄積することができたが，一方，メンバーのみの自律的な活動，メ
ンバーの増員方法および情報の共有方法（活動情報，動物情報）についてはいまだ試行錯
誤の段階にあると言える。本稿では，楽芸員ダッチャの中でも活発な活動を行っているメ
ンバーに対して行ったインタビューおよび交流会での発言をまとめることによって，現在
の課題・要求の整理と課題解決の検討により，今後の活動の活性化につながる方針を設定
することが目的である。

２．活動実績概要

　2014 年度に行った活動実績をまとめると次のようになる。
　案内活動については，2014 年度は，2013 年度末に検討会で決定した案内の定例化（月
２回，第１土曜日と第３水曜日）を実施し，３名の楽芸員ダッチャが延べ 10 回の案内を
実施した（写真１）。また 12 月に振り返り＆研修会を実施した（写真２）。一方，楽芸員ダッ
チャの新規募集は動物公園側の都合によって実施されなかった。
　情報共有については，案内の実施後にレポートを Web サイト『動物と楽芸員ダッチャ
の広場』に掲載することと，案内の前に参加者募集をするグループメールを送信すること
が主な手段である（一部電話・FAX 連絡も行っている）。さらに，新たな情報共有の手段
として，Twitter による動物公園情報の発信の試行（学生サポーターによる）も行った。

　

写真１　案内風景（フラミンゴ） 写真２　交流会（活動振り返り）

３．活動についてのメンバーの意識と課題

　活動を行っているメンバーが，活動についてどのように考えているかについてインタ
ビュー調査を行った。対象者は，メンバーの中で活発な案内活動（過去に年３回以上の案
内を経験しているメンバー）に対して，２名ずつ２回，合計４名である（写真３，写真４）。
インタビューはそれぞれ１時間から２時間である。発話内容を書き起こし，その内容から
要点を抽出し 10 項目に整理した。
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